
⑦ー２開発の方向性（続き）

１. 構造部素材の高性能化

Ti

Mg

Al

Fe

CFRP

・高強度
・高延性
・高靱性
・疲労特性
・耐水素脆性
・耐食性

・レアメタル削減
・低コスト環境型
製造プロセス

結晶粒微細化

革新的新部材の開発

複合化・
複層化

異方性・集合
組織制御

結晶構造制御

高延性向上
プロセス技術

各部素材の性能を最大限に引き出すことが重要
→ 各部素材の高性能化と低コスト化を両立する技術開発

材料工学

物性・構造解析と
現象解明

低コスト化

結晶粒微細化

固いが加工性に乏
しい材料

固くは無いが高延
性材料

圧延による接合

加熱 水冷

界面強度、硬質･軟質作り分け

双方の特性を合わせ持つ

スーパーマテリアル

界面・欠陥制御
設計・加工技術
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⑦ー２開発の方向性（続き）

２．マルチマテリアル化に対応した異種材料接合技術の例

『固相接合技術』
摩擦撹拌接合

川崎重工ＨＰより

自動車、航空機、鉄道車両

多様化した材料利用に対
応した接合技術が必要

軽量化

特徴：異種材料間での高接合強度摩擦撹拌接合装置例

回転ツール

摩擦撹拌接合の原理

接合箇所の強度・耐久性
評価技術が重要

回転ツールによる摩
擦熱で材料が軟化

有望な接合技術

（溶解させない接合）

（溶解させない接合）

電気代の大幅削減

省スペース性

従来の接合技術の課題
①溶接

接合箇所の強度低下
②リベット接合

リベット材のコスト

各部素材の性能を最大限に引き出すことが重要
→素材を高強度かつ低コストで接合する技術開発

19



文部科学省 ・ 元素戦略プロジェクト・構造材料拠点（～2022）
産学共創基礎基盤・ヘテロ構造制御（～2020） 等

基礎
研究

2013 2018 202３

2013 2018 2023

省庁連携（ガバニングボード）

輸送機器軽量化

接合技術開発
（既存部素材同士、開発部素材同士）

異種材料接合技術
未
来
開
拓
研
究

製
品
化

接合技術開発（既存部素材＋新部素材、
新部素材＋新部素材）

二酸化炭素排出量の低減・国際競争力の強化

⑦ー３事業計画

革新的製造プロセス開発

低エネルギー消費型革新的製造プロセス開発大型展伸材製造プロセス開発

新部素材開発（マグネシウム、アルミニウム、チ
タン、革新鋼板、炭素繊維・炭素繊維複合材料
等）、特性評価技術開発
※強度、延性、靱性、制震性、耐食性、耐衝撃性等の同時向上

新部素材革新的製造プロセス開発、
設計・加工技術開発

世界に先駆けた新しい部素材開発
接合に最適な材料条
件のフィードバック

用
途
箇
所
の

絞
り
込
み

実用化までのスケジュール

製品設計
総合評価

【視点１】 (2)
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